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1　まえがき

河川、沼等て水質汚濁による魚のへい死事故か発生し

た場合、その原因究明の補足的手段としての体表面検定

法に関する検討を前年に引き続き行った。前観てはシア

ンによるへい死について報告したか、本報では消毒液や

殺菌剤として利用されているフェノール顆について、現

場で容易に行える検定法を若干検討したのて報告する。

2　実害貪

2．】　試験負および試薬

試験魚は県水産試験場から提供された当オコイで、そ

の他の条件等は前轍と同様にした。フェノール、0一ク

レソール、m‾クレソール、P－クレソールは試薬特章及

を純水に溶かL、1000Ppm　液を調整した。PCPは市

販のナトリウム塩を純水に溶かしPCPとして1000pp

m液を作り、これらを原液として、前報同掛二試験溶液

を調製した。検出試験に用いた試薬はすへて試薬特級を

使った。

2．2　検出法

2．2．1　ヰーアミノアンチピリンを使用する呈色法

へい死点を蒸発皿にとり、塩化アンモニウムーアンモ

ニア点液を滴下し体表を弱7ルカリ性とする。次に2％

4‾アミノアンチピリン溶液を滴下して枯液とよく混ぜ

る。さらに8％フェリシアン化カリウム盾液を滴下して

粘液とよく混ぜる。フェノール類か存在すれは橙色とな

る。

2．2．2　3一メチルー2－ベンソテアゾ臼ンヒドラ

ゾンを使用する呈色法

へい死魚のエラや体表面から粘液をろ紙にとり風乾し、

用時に漉アンモニ7水と1：5に混合した3－メチルー

2‾へンソテアソロンヒドラソンメタノール溶液（3一

渋谷武一

粕谷敏明

メチルー2－へンソナアソロンヒトラソン塩酸塩をメタ

タノールに溶かLて　0．5％溶液とする）を噴1‘嘉し、次いで

2％フェリシアン化カリウム溶液を噴端する。フェノー

ル頼か存在すれほ赤色となる。

2．3　方法および結果

フニノール濃度15pp皿、25PPm、5U pP皿、PC

P濃度1．O ppm、3，OPp血、5，Op叩1の試験点滴

を各1ど人れた水槽に、コイを5尾すつ人れた。

フ、ランクとしてフェノールおよひPCPのO PPm　の水

槽を作り、コイを5尾入れた。フェノール溶液において

は15Ppm　昌エし験槽での異端は認められなかったか、25P

pm、50ppmの試験槽ては180分後に各3尾かへい牝

Lた。PCP溶液ては150分後に全試験槽ですへてへい

托した。フェノールやPCPによるへい死の場合は、目

等の痙攣をともなった特有の狂奔をした。へい死した魚

を取I）上け熟留水て洗液か発色しな〈なるまて洗浄L、

魚体について呈色試験を行った。・ブランクの魚について

は、10％ウレタン溶液て処理して試験を行った。同時に

各試験槽の水温、PHも測定した。これらの結果をTa

bleIに示す。

Table I　検出試験等の結果

言式　 薬 （PPm 〕

言式験区

水 温
開始時

P H
開始 時

4 －7 三
ノ7‘ンナ
ヒり／？圭

阜ラ：；苫亨
コ イの⇒大態

フェノール 0 1 8 7 ．0
7′／

異 常 な し

15 18 6 ．3 異 常 な L

2 5 18 6 ．2 円 ＋
18 0分 後

3 尾死亡

50 1 8 5 ．8 ≠ 廿
15 0分 後

3 尾死亡

P C P 0 18 7 ．0 異常 な し

1 ．0 18 7 ．0 15 0分 複

5 尾死亡

3 ．0 1 8 6 ．2
60分後

5 尾死 亡

5 ．0 1 8 6 ．3
4 0分後

5 尾死亡
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次にフェノール類のうち実際によく使われているクレ

ソール石鹸や0－クレソール、皿‾クレソール、p】ク

レソールの60ppm　の各試験溶液を作り、コイを10～20

尾すつ入れ60分後に呈色試験を行った。へい死負およぴ

ブランクの魚は前記と同様の処理後、試験に供した。結

果をTa bleIIに示す。

TableIIクレソrル類の検出結果

試　 薬
喜式験区 4　－7 ：ノ丁 j－ノ＋ コイのメ人態
（P岬 ‾）／÷とり／．プ、ルー2－ヘノ／ナJ

／ロ／ヒトラゾノ汰

クレゾール7「鹸 約 60 廿 廿 60分 後

全試 験 区 て

て半 数 は

横転 ま た は

へ い死

0 ‾クレゾール
円

60 廿 廿

山一クレゾール 60 ≠ ♯

P ‾クレゾール 60

3　考察

前述の結果より、へい死魚からフェノールを検出する

方法として4－－7ミノアンチビリン及ひ3一メチルー2

－へンソナアソロンヒトラソンを使用する呈色法は現場

でも使用可能てある。PCPに関しては致死濃度の領域

ては採用しにくい。

またTa ble Hによれは、消毒液等として利用され

ているクレゾール石齢やクレソールの3柏の異性体を検

出する方法として、原理上から反応を示さないP‾ク

レソールを隙いて、両方法とも仲用可能てある。

4－アミノアンチピリンを使用する呈色法と3－メチ

ルー2－へンソテアソロンヒトラソンを使用する呈色法

を比較検討すると、試薬の調整等の面からは前者か蝮っ

ており、呈色に関しては後者の方か優れている。操作手

順は共に容易てあるか、いすれの呈色も赤系統てあるた

め血液を出さぬよう注意せねはならない。また、水中に

おいてはフェノール類は、分解菌による生化学反応や化

学物質による化学反応を′乏けやすいので、迅速に検出す

る必要かある。

前記2方法のほかに、フェノール性水酸基の鞄記に僚
‡）

われている塩化第二鉄を使用する呈色法、Gib b s試

薬を任用する呈色法、Millo n試薬を使用する呈色

法や5一ニト。ソー8－オキシキノリンによる検出法ミ）

リンモリブテン軌二よる試験、カッ70リンクを利用する
4ノ　　　　　　　　　　4）

エールリ　ノヒのシアソ試験ヤクロラニル試験等について

も検討Lたか、これらは検出限界か致死濃度より高かっ

たり、魚体からの検出に問題があって、現場での利戸別二

は向かないようてある。

今回検討した体表面検定法は、あくまても汚染源を探

るための一手段とするものてあり、へい死原因となった

水かサンブリンクてきる場合なとて、裏付け検査として

の補足的手段に利用すれば、有効右情報源の一つにちり

得るたろう。
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